
2024 AUTUMN

vol.7
未来の羅針盤 文部科学省の広報誌
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  目指す学校教育と
  教師のあり方

―― 答申を取りまとめたお二人に伺
います。そもそもどのような学校教育
の姿を目指して取り組まれたのでしょ
うか。

荒瀬：2021（令和３）年に中教審
がまとめた答申に「一人一人の子供を
主語にする学校教育」という言葉が出
てきます。子供一人一人が将来にわた
ってさまざまな人と関わる中で自分の
役割を担い、自分らしく生きていく。
そのための基礎力を養う学校教育であ
ってほしいと考えます。

貞広：その先に格差を生むのではな
く、自分らしく生きていく方向性を見

出せる、社会的公正に資する学校の姿
を見据えていきたいと考えます。自己
実現やウェルビーイングの在り方は
必ずしも一つのモデルがあるわけで
はありませんよね。一人一人のあり
様を認める学校と社会があることが
必要です。

―― そのために必要な教師のあり方
について、文部科学省としてはどのよ
うに考えますか。

藤原：子供たち一人一人の能力や
個性を最大限に引き出し、そのクリエ
イティビティを伸ばす教育を実現する
ためには、教師自身の仕事がクリエイ
ティブであることが必要です。そのた
めの環境整備をしっかり実現していき
ます。自由な発想で可能性を限定せず、

様々なことにチャレンジしていくこと
が、これからの時代の変化に対応して
いくために重要なことだと考えます。

荒瀬：まさにそのことを今回の答申
でお示ししました。実現に向けた具体
的な工程表も示されました。文部科学
省の本気度も共有されていると思って
います。文部科学省にはぜひ頑張って
いただきたいです。

　今年8月、中央教育審議会（以下、中教審）において、「「令和の日本型学校教育」を担う質の高い教師
の確保のための環境整備に関する総合的な方策について（答申）」が取りまとめられ、教師を取り巻く環
境整備のため、「働き方改革の更なる加速化」「学校の指導・運営体制の充実」「教師の処遇改善」を一
体的・総合的に進める必要があるとの考え方が示されました。今後、文部科学省はこの提言に沿って施
策の実現に向けた取組を進めることになります。
　中教審の荒瀬会長と「質の高い教師の確保特別部会」の貞広部会長が答申に込めた思いを、文部科
学省の藤原事務次官が今後の意気込みを語りました。

I N T E R V I E W

教師の働きやすさと働きがいをどう両立させるか
― 持続可能な教育現場をつくるための環境整備 ―

荒瀬 克己
中央教育審議会 会長

（あらせ かつみ） 貞広 斎子
質の高い教師の確保特別部会 会長

（さだひろ さいこ） 藤原 章夫
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（ふじわら あきお）

「令和の日本型学校教育」

を担う質の高い教師の確

保のための環境整備に関

する総合的な方策につい

て（答申）
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  「働きやすさ」と「働きがい」
　の両立に向けて

―― では、答申の基本的な考え方、
ポイントについて教えてください。

荒瀬：答申は重要な三つの柱で整理
されています（図１）。

一つ目は「学校における働き方改革
の更なる加速化」です。学校や教師の
役割を見直すため、学校や先生、教育
委員会も含めて議論していくことが必
要です。

二つ目は、教職員定数の改善等によ
って「指導・運営体制の充実」を図っ
ていくことです。とりわけ、若手の先
生のサポートや、不登校など様々な課
題をもった子供たちに対応できる教職
員や支援スタッフの充実も必要です。

三つ目が「専門職にふさわしい処遇
改善」です。教職調整額を大幅に引き
上げることを提言しました。

これら三つを一体的に進めていくこ
とが重要です。

現職の先生方と話すと、よりよい仕

事をするためにもっと学びたいという
気持ちを持ちながら、機会や時間がな
く辛い思いをされている話をよく聞き
ます。先生たちの学びの時間を確保す
ることも重要で、これら全てが子供た
ちの豊かな学びに還元されていくと思
います。

貞広：子供たちに還元するために、
先生たちの働き方改革と学びを充実さ
せていくということですね。ゴールは
あくまで子供たちへのよりよい教育の
実現です。そのために、先生たちがい
かに学びの時間を確保し、健康を維持
して、働きやすく、働きがいをもてる
環境を作るか。それが答申の趣旨です。
―― 議論をまとめるうえで重視した
ことはありますか。

貞広：地域や学校によって現場の状
況は異なりますので、様々なチャンネ
ルからできるだけ情報収集を行いまし
た。まずは2022（令和4）年度の教員
勤務実態調査を分析して課題を洗い出
しました。また、議論に先立ち、36の
関係団体から意見書をいただきました。

教育委員会へのヒアリングも行いまし
たし、「審議のまとめ」について意見
募集を実施して18,000件を超えるご
意見もいただきました。部会には現場
の先生方も含めもいろいろな立場の方
がいるので、丁寧に意見を伺いながら
議論しました。

部会内外に様々な考え方があり、す
べてを解決できる万能薬があるわけで
はありません。一つ一つの手立ては、
たったこれだけと見えるかもしれませ
んが、愚直に積み重ねて、総和として
少しでもよくなる方向性を見据えて議
論しました。

  学校だけに任せない
　持続可能な形へ

―― それでは、答申の中身について
具体的に伺います。学校における働き
方改革はどのように進めていくのでし
ょうか。

貞広：大事なのは、教師が教師でな
ければできないことに注力できるよう、

教師を取り巻く環境整備の方向性

学校における
働き方改革の一層の推進

実効性の向上

・教育委員会の取組状況の公表

 （「見える化」）

・学校問題解決のための支援体制構築

 （教員OB、専門家）　など

業務の適正化

・校務DXの推進

・学校・教師以外が担うべき業務の周知

・部活動の休養日・活動時間の遵守徹底

 など

健康・福祉の確保と

柔軟な働き方の推進

・労働安全衛生管理体制の確実な整備

・勤務間インターバルや早出・遅出勤務等

 の推進へ向けた事例・留意事項の整理・

 周知　など

教職員定数の改善

・小学校における教科担任制の拡充

・生徒指導担当教師の全中学校への配置

・３５人学級の推進

・「新たな職」の創設　など

支援スタッフの配置充実

・副校長・教頭マネジメント支援員

・スクールカウンセラー

・スクールソーシャルワーカー

・部活動指導員

・校内教育支援センター支援員

  の配置など

専門職にふさわしい
処遇の実現

教職調整額の改善

学級担任への手当の加算

管理職手当の改善

新たな職について、給料表の

新たな級を創設

※若手教師へのサポートと学校内外との連携・調整を担う

指導・運営体制の充実

（図１）
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業務の見直し（図２）や人員配置の充
実を図ることです。

学校は働き方改革を相当頑張ってく
ださっていますが、地域や保護者の納
得や合意がないと難しい部分について
はなかなか進んでいません。ここにつ
いては学校任せにして矢面に立たせる
のではなく、教育委員会等が主体的に
丁寧な説明をしていただきたいと思っ
ています。地域や保護者の方々も「今
までは学校がやってくれていたのに」
と思われるかもしれませんが、様々な
担い手で分かち合い、学校だけに任せ
ない持続可能な形を作っていただきた
いと考えます。これまでは学校が一人

で頑張ってきましたが、これからは全
ての方々が当事者として進めていくイ
メージです。

荒瀬：積極的に参加、参画してくれ
る理解者、仲間が必要です。そのため
には学校が状況を発信していく必要が
あります。それには工夫が必要ですが、
子供たちの未来はこの国の未来ですか
ら、そこに一緒に関わる人を増やして
いきたいですね。
―― 教師の長時間勤務が問題視され
ています。公立学校の教師の給与につ
いて定めた「給特法※」を廃止しなけ
れば、長時間勤務はなくならないので
はという意見もありますが。

貞広：そのような意見があること
は承知しています。貴重なご指摘であ
ると考えます。この点については中教
審でも議論しましたが、その際、もっ
とも重要視したのは、学びの専門職と
して裁量を尊重するということでした。
諸々の評価はありますが、本来、給特
法は、目の前の子供たちに臨機応変に
対応する、という教師の職務の性質に
照らし、教師の自律的な働き方、学び
の専門職としての自主性や裁量を尊重
するものです。もちろん、教師の健康
を守ることは大前提で、給特法は、原
則として時間外勤務を命じないことと
しています。こうした趣旨の再確認と
徹底は必須です。
―― では、長時間勤務を削減するた
めの具体的な方法は。

藤原：大きな課題と捉えています。
大事なことの一つは当然ながら、マン
パワーを充実させること。教職員定数
や支援スタッフをしっかり増やしてい
きます。具体的には、令和7年度の概
算要求で、小学校中学年への教科担任
制の拡充、生徒指導担当教師の全中学
校への配置などの教職員定数の改善や、
支援スタッフの充実に必要な予算を要
求しています。

二つ目は、先生方を過剰なクレーム

業 務 の 役 割 分 担と適 正化

基本的に学校以外 学校の業務 教師の業務

①登下校に関する対応

②放課後から夜間などにおける
　 見回り、児童生徒が補導された
　 時の対応

③学校徴収金の徴収・管理

④地域ボランティアとの
　 連絡調整

⑤調査・統計等への回答等

⑥児童生徒の休み時間における
　 対応

⑦校内清掃

⑧部活動

⑨給食時の対応

⑩授業準備

⑪学習評価や成績処理

⑫学校行事の準備・運営

⑬進路指導

⑭支援が必要な児童生徒・
　 家庭への対応

必ずしも教師が担う
必要なし

負担軽減が可能
さらにただし

（図２）

中央教育審議会 荒瀬会長
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から守ること。在校等時間を減らす視
点はもちろん、先生がやりがいをもて
る環境をつくる視点でも重要です。令
和7年度概算要求では、行政による学
校問題解決のための支援体制の構築に
必要な予算を要求しています。

三つ目は、地域住民・保護者との連
携・協働も含め、学校の業務を積極的
に見直すとともに、DXをさらに進め
ていくことです。GIGAスクールも定
着しつつありますが、校務DX環境の
全国的な整備に向けて予算を要求して
います。

こうした業務改善には校長先生の
役割もたいへん重要で、御自身の学校
の置かれている状況の中で、どの業務
を残して、どの業務をやめるか、しっ
かりと判断していただきたいと思いま
す。今回の答申で「在校等時間の見え
る化」が組み込まれました。これをひ
とつの目安にし、各教育委員会や学校
長がリーダーシップを発揮し、定量的
な目標を設定して業務改善を進めてい
ただきたいと思います。

   多様な人材が支える、
   持続可能な指導体制

―― 学校の指導体制や運営体制はど
う変わるのですか。

貞広：まず、教職員定数の改善と支

援スタッフの充実、この両方が必要で
す。小学校の教科担任制の推進につい
ては、高学年に加え中学年についても
推進することを提言しました。若手教
師は心理的負担や授業準備の負担が大
きいですから、そうした先生へのサポ
ートも必要です。

このほか、学校内外の連携や調整
を行う「新たな職」を創設することや、
生徒指導担当教師を全中学校へ配置す
ることも新しい重要な取組です。先生
方の心理的・物理的な余裕を確保し、
質の高い学びを子供たちに還元するた
めに、こうしたリソースの充実が欠か
せません。

藤原：スクールカウンセラーなど
支援スタッフの配置の充実も重要です。

私は1995（平成7）年にスクールカウ
ンセラーを初めて導入した時の担当課
長補佐をしていました。その時に思っ
ていたことは、日本の教育現場には教
師以外の専門家が少なすぎるというこ
とです。イギリスなどでは教師とその
他のスタッフが1対1で構成されていま
す。日本でも改善していく必要がある
というのが当時の発想でした。

荒瀬：私のいた学校では、当初は
スクールカウンセラーの仕事について
も、学校との関係についても、互いに
模索していました。初めてのことは簡
単にはいきません。そういう時期を経
て、子供たちの生活をどう一緒に守り
支えていくのかを学び合ってきたから
こそ、今では「毎日来てほしい」「複

※「給特法」とは？

「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」。

　教師の職務は自発性・創造性に期待する面が大きく、一般の公務員と同様な時間管理を行うことは必ずしも適当ではな

いとの考えの下、教師の職務と勤務態様の特殊性を踏まえて、時間外勤務手当及び休日給を支給せず、勤務時間の内外を

包括的に評価した処遇として教職調整額（給料月額の4％）を支給する仕組みとして制定されました。

　給特法は、日々変化する目の前の子供たちに臨機応変に対応しなければならないという教師の職務の性質に照らし、逐

一管理職の職務命令によるのではなく、教師の専門職としての自律性を尊重する働き方の仕組みです。

　給特法では、原則、時間外勤務を命じないこととし、臨時又は緊急のやむを得ない必要がある時には「超勤4項目」に限

定して時間外勤務を命じることができるという仕組みになっており、教員の健康を守り、時間外勤務を抑制することを目的

とした法制度になっています。

質の高い教師の確保特別部会 貞広部会長
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数にしてほしい」という声が大きくな
っています。

藤原：そうですね。多様性を持つ教
職員集団をつくっていく観点も大切で
す。小学校の英語教育や情報教育など
全てを先生一人でやることは非常にた
いへんです。先生それぞれの強みを出
し合って、学校教育をトータルで強く
していく視点がもっとあってよいと思
います。専門的な知見を持つ方に教員
免許を授与して授業を担当してもらう
特別免許状の制度もありますが、まだ
まだ十分に活用されているとは言い難
い状況です。免許制度自体も、専門性、
個性、特性をもった教師の養成のあり
方を考えていく中で、検討していく必
要があると思います。

   教師の頑張りと専門性に
  応える処遇を

―― では、教師の処遇はどのように
改善されるのでしょうか。

貞広：先生方の頑張りと専門性にふ
さわしい処遇改善の実現をするよう提
言しています。教職調整額を少なくと
も10％以上に引き上げていただきたい
とお示ししました。また、学校のマネ
ジメント機能を強化するための方策と
して、新たな職・級を創設するととも
に、特に学級担任や管理職の方はご負
担が大きいので、その手当を引き上げ
ることなども提言いたしました。あと
は文科省に頑張っていただかねばなり

ません。どこまで達成できるか、先生
方も注視しているはずです。

藤原：中教審からも工程表がでまし
たが、政府の閣議決定した骨太の方針
でも今年度から3カ年を『集中改革期
間』としています。そのなかで三つの
大きな柱「働き方改革」「指導・運営
体制の充実」「処遇改善」これらをセ
ットでしっかりと進め、魅力ある教職
員の勤務環境の実現に向けて取組んで
いきたいと考えております。処遇改善
については、令和7年度の概算要求に
おいて、答申での御提言を踏まえ、教
職調整額の引き上げ、そして学級担任
への手当の加算や管理職手当の充実に
ついて盛り込んでいます。

また、答申を受け、文部科学大臣を
本部長とする「教師を取り巻く環境整
備 推進本部」を新たに設置し、「総合
推進パッケージ」を取りまとめました。
令和7年度概算要求においても、これ
まで述べてきたような施策に係る経費
を要求していますが、予算上・制度上
の措置を含む施策を着実に実行し、パ
ッケージの実現に努めてまいります。

   魅力ある教師像の
   確立に向けて

―― 最後に、先生たちに向けてメッ
セージをお願いします。

荒瀬：今回の答申にあたっては委員
のそれぞれが、「本気で取り組もう」
という思いで議論してきました。これ

からも「教師の仕事とは何か」「学校
はどのような役割を担う必要があるの
か」と問い続けていく必要があります。
簡単ではありませんが、それぞれが本
気で取り組めば、必ずよりよいものに
していけると信じています。まず何よ
り、先生方がきちんと休みをとれるこ
とを重視する社会になることを願いま
す。先生が健康に、毎日活き活きと子
供たちと向き合っていただくことで、
豊かな学びを創出する学校になります。

貞広：35人もの子供たちに朝から
夕方まで対応していらっしゃる小学校
の先生は「魔法使い」だと思っていま
す。過剰なクレーム対応などの仕事も
少なからずある中で、心折れる時もあ
ると思います。ですが、多くの日本人
が、先生方をリスペクトし支えたいと
思っていることを先生方には改めてお
伝えしたいですし、そうした社会であ
って欲しいと切に願っております。本
来、学校は、日々成長する子供たちの
活気にあふれた素晴らしい職場なので
す。実行可能な改革を不断に積み重ね、
より健康的で、働きがいのある、働き
やすい職場にして、みんなで子供たち
に還元していければと思います。

藤原：日本の戦後の発展を支えた
のは教育であることは間違いありませ
ん。先生方の懸命なご努力があったか
らこそです。その努力を支える基盤が
今、揺らいでいます。G7や先進国で
も優れた教師の確保はたいへん大きな
政策課題となっています。日本として
もあらためて、その在り方を考える必
要があります。先生たちがやりがいを
もってクリエイティブな環境で仕事が
できる魅力ある教師像の確立に向けて
取組んでいきます。社会から教師がリ
スペクトされる存在である、そうした
姿を目指して施策を進めていきます。

令和７年度概算要求

教師を取り巻く環境整備

推進本部

文部科学省 藤原事務次官
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●スタートアップとは？

　「スタートアップ」は、革新的な技術やビジネスモデル
により急成長を目指す新しい企業です。「破壊的イノベ
ーション」とも呼ばれる、今までの常識を壊すような過去
に事例の無いビジネスを生み出す点が特徴です。世界的な
IT企業でビッグテックと呼ばれる5社（Alphabet、Apple、
Meta、Amazon、Microsoft）も、元々はスタートアッ
プとして大きな成長を遂げ、今では5社のみで米国株式市
場の時価総額の2割以上を占めています。また、電気自動
車メーカー最大手のTesla（米）、新型コロナワクチンを
開発したModerna（米）、ChatGPTを生んだOpenAI
（米）等もスタートアップの1つとされています。

●なぜスタートアップが重要か？

　日本経済は諸外国と比較して近年伸び悩みを見せてお
り、GDP（国内総生産)の世界ランキングでは、2000年

の2位から、2023年にはアメリカ、中国、ドイツに次ぐ4位
まで下がり、2025年にはインドに次ぐ5位となる予想も
出ています。さらに、人口減少問題等の様々な社会課題を
抱える中、このような経済状況を打開する切り札として、
今、スタートアップが注目されています。スタートアップ
の創出・成長により、新たな雇用創出や、社会課題解決を
促進し、持続可能な経済社会を実現することが強く期待
されています。日本政府は、スタートアップを生み育てる
エコシステムを創出するため、2022年11月に「スタート
アップ育成5か年計画」を策定しました。本計画では、①
スタートアップ創出に向けた人材・ネットワークの構築、
②スタートアップの成長のための資金供給の強化と出口
戦略の多様化、③オープンイノベーションの促進、の3本
柱が掲げられ、官民一体となって取組を推進しています。

～文部科学省の注目度の高いトピックについて解説します～
ポ イ ン ト 解 説

　　

　　▶ スタートアップは我が国の経済成長をけん引する重要な担い手。

　　▶ 研究成果を活用した大学発スタートアップが多数誕生し、活躍する社会を目指します。

　　▶ 文部科学省では大学を中心とした起業支援の体制整備や人材育成を一体的に推進。

　日本は経済の低迷や人口減少など様々な社会課題を抱えています。その状況を打破する手段としてスタートアップ

の存在が注目されており、特に、ディープテックと言われるAI(人工知能)や量子コンピュータ、宇宙、核融合、再生医

療等のスタートアップは、世界的にも大きな社会的インパクトを与えることが想定されます。このため、この分野の

スタートアップを創出する大学には、社会から高い期待が寄せられています。ここでは、スタートアップの役割や、社

会で活躍する大学発スタートアップについて紹介します。

出典： WOTA 株式会社ウェブページ

スタートアップ育成ポータルサイト

いま、大学発

スタートアップが熱い
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大学発新産業創出基金

●大学発スタートアップとディープテック

　スタートアップの中でも、大学で生まれた研究成果に
基づいて設立されたスタートアップ（大学発スタートアッ
プ）は、大学に潜在する優れた研究成果を掘り起こし、新
規性の高い製品やサービスにより、新市場を創出するこ
とが期待されています。特に、人工知能（AI）、量子コン
ピュータ、宇宙、核融合、再生医療等の、ディープテックと
呼ばれる技術は、世界的な経済社会課題を解決し、大き
な社会的インパクトを与える可能性があるとされていま
す。このため、ディープテック分野のスタートアップの創
出を担う大学への期待は増しています。

●なぜ大学がスタートアップ創出を

　推進するのか？

　大学は、学術研究の推進や高度な知識を持つ人材の育
成を行う一方で、これらの成果を社会に還元することが
求められています。近年、その社会還元の手段の１つとし
て、スタートアップを起業して事業化するケースも増えて
おり、2023年時点で大学発スタートアップ数は、4288
社1に上り、過去最高を記録しています。大学がスタート
アップ創出を推進する理由は様々ですが、主に以下の2つ
が挙げられます。

①大学の研究成果の持つ技術的優位性により、スター
トアップが上場する可能性が高い。
　国内の株式会社全体における上場割合が約0.15%（約
260万社2のうち上場企業約3900社3）であるのに対して、
国内で上場している大学発スタートアップは63社1であ
り、その上場割合は1.5%と、大学発スタートアップは上場
に至りやすいと言えます。

②研究成果が死蔵されるリスクが低い。
　大学と企業との共同研究成果の事業化が企業の経営判
断等により見送られた場合、せっかくの研究成果が活用
されないことがあります（死蔵化）。その点、大学発スター
トアップは、自社事業としての実施のため、資金調達に奔

走する必要はあるものの、死蔵化のリスクを減らし、より
直接的にいち早く研究成果の事業化を目指すことが出来
ます。

●文部科学省での支援

　文部科学省では、大学と地域が一体となってスター
トアップを創出する体制整備として、研究シーズの事業
化に向けた開 発 資 金（大 学 発 新 産 業 創 出 基 金による
ギャップファンド）の提供や経営者人材と研究者との
マッチング促進等、起業をサポートする環境整備の構築
を支援しています。
　また、スタートアップを志す人材等を育成するため、小
中高生から大学生、大学院生まで幅広い世代に向けて、自
ら行動を起こすための精神を養うアントレプレナーシッ
プ教育を行っています。さらに、起業家等が講師として、
学校現場に出向く、「アントレプレナーシップ推進大使」の
活動を通じて、講演やワークショップを行い、小中高生が
アントレプレナーシップに触れる機会を提供しています。
　加えて、大学発スタートアップは、その特性から創業後
も研究開発に多大な時間や費用を要することが多いた
め、投資等による起業直後のスタートアップ支援（出資
型新事業創出支援プログラム　SUCCESS）も行ってい
ます。
　日本の経済が成長していくためには、多くのスタート
アップが創業し、大きく育つことが重要です。文部科学省
では、大学発スタートアップ創出・成長支援を一体的に推
進するとともに、スタートアップに関わる専門人材の育成
等に引き続き取り組んでまいります。

１ 経済産業省「令和5年度大学発ベンチャー実態等調査」
２ 国税庁「令和4年度分　会社標本調査」
３ 日本取引所グループ ウェブページ「上場会社数・上場株式数」

出資型新事業創出支援プログラム

SUCCESS

調査観測データ

研究成果

大学発新産業創出基金

起業人材の育成
起業

成長発展

【1000 億円、H26 年度～】

経済成長を牽引するスタートアップの創出

【R4補正予算：988 億円】

大学生、高校生等向けの
アントレプレナーシップ教育の実施【R6予算：21億円】

官民イノベーションプログラム
【1000 億円、H26 年度～】

出資型新事業創出支援プログラム（SUCCESS）
 【50 億円、H26 年度～】

アントレ教育

起業支援

ファンド

大学発スタートアップ創出・成長に向けた文部科学省の施策
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出典： WOTA株式会社ウェブページ

❶ テレイグジスタンス株式会社　　（設立日：2017年 / 代表取締役CEO 富岡　仁）

❷ WOTA株式会社　　（設立日：2014年 / 代表取締役 前田 瑶介）

最近の取組　～飲料補充AIロボットで店舗の更なる省人化・省力化を推進～

最近の取組　～能登半島地震 断水エリア全域カバーに向けて、「自律運用」による入浴、手洗い提供を加速～

　ミッションに、「すべての惑星上のすべての人々に、ロボット革命の恩恵を授ける」を掲げ、遠隔操作・人工知能ロボットの開発および、それらを

使用した事業を展開している企業です。

　テレイグジスタンス（TELEXISTENCE / 遠隔存在）とは、創業者の一人でテレイグジスタンス株式会社の会長である東京大学名誉教授 舘 

暲氏が提唱し、自分自身が現存する場所とは異なった場所に実質的に存在し、その場所で自在に行動するという人間の存在拡張の概念であ

り、また、それを可能とするための技術体系です。東京大学および慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科からの技術移転を受け、この

技術の実用化を実現し、社会全体の生産性を向上させることを目指しています。

　「水問題を構造からとらえ、解決に挑む。」を存在意義として掲げ、小規模分散型の水循環システムの開発と社会実装に取り組み、局所的・対

症療法的な解決方法ではなく、現代社会の水利用の構造的課題をとらえ、普遍的な解決方法の実現を目指している企業です。

　前田氏は、中学生で水問題に関心を持ったことをきっかけに、高校時代に水質浄化の研究を実施（日本薬学会発表）。大学では都市インフ

ラや途上国スラムの生活環境を、大学院では住宅設備（給排水衛生設備）を研究しており、この経験を活用し、フィルターによるろ過で水を再

利用し、水道のない場所や災害時にも水を利用できる「WOTA BOX」を開発しました。この技術は、フィルターや深紫外線により、一度使った

水の98%以上を再利用することができます。

大学発スタートアップの中でも、皆さんの身近なところで活躍しているスタートアップを2社紹介します。

大学発スタートアップの好事例

出典：株式会社ファミリーマートウェブページ

　2021年11月に開発した、冷蔵陳列

棚に飲料を自動補充するロボット『TX 

SCARA』は、店舗従業員への作業負荷の

大きい飲料補充業務を24時間行い、これ

まで人間が行っていた飲料補充業務を完

全になくし、店舗人員を増やすことなく新

たな時間が創出され、店舗の労働環境や

売場の更なる質の向上、店舗の採算性の

改善を目指している。

　2024年1月に発生した能登半島震災

断水と避難所生活の長期化が見込まれる

中、能登半島地震断水エリア全域におけ

る避難所の衛生環境の維持・改善と、よ

り人間らしい避難所生活の実現を目指し、

断水時でも機能する小規模分散型水循環

システムの無償提供とその「自律運用」の

支援活動を実施。
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　社会システムが急激に変化している今日、高校教育の現場では、実社

会に関わる課題を解決しようとする探究的な学びや、地域の産業界等

と連携した高度かつ実践的な学びが重視されています。特に産業界で

活躍する人材の輩出が期待される専門高校では、産業構造や仕事内

容のめまぐるしい変化に応じて教育内容をアップデートしていくことが重

要です。

　専門高校はいかにして産業界の変化を教育内容に取り入れていくと

よいのでしょうか。企業から現役の役職者や技術者を採用し一体とな

って教育課程を刷新・実践している、埼玉県立大宮工業高等学校にそ

の手掛かりを伺いました。

   課題解決能力の育成と
   最新技術習得のバランス

　埼玉県立大宮工業高等学校は来年で
創立100年となる歴史と伝統を有する
学校です。機械科、電気科、建築科、
電子機械科を設置しています。
「地域に育てられてきた学校なので、
地域でどのように我々の専門性を活か
せるかが大事だと思っています」
　そう話してくれたのは山﨑校長先生
です。地域の企業から求人票も多く届
き、専門高校として地域に貢献してい
る自負があります。
　即戦力となる人材育成のためには社会
の技術革新のスピードについていく必要
がありますが、他方で、技術習得に偏重
した授業になってしまうと就職予備校と
変わらなくなってしまいます。校長先生
は次のように話してくれました。
　「高等学校としての役割を考えるに
あたり、課題解決能力をどう培うかと
いう学習指導要領の根本に立ち返るこ

とが何より大事であると考えています。
工業高校でも、商業科や農業科、普通
科でも、高校教育という点で骨の部分
は変わらないと思います」
　社会の先端技術を取り入れつつ課題
解決能力を育成するにあたり、大宮工業
高校ではマイスター・ハイスクール事業
を活用して、地域の産業界と一体となっ
て教育を実施しています。

   民間人材を学校で採用

マイスター・ハイスクールとは、第
一線で活躍する企業人・技術者・研究者
等の民間人材が学校に入り、専門高校が
産業界等と一体となって教育活動やカリ
キュラム開発を実施するモデル事業です。
指定された学校は原則3年間実践研究を
行います。（2024年度からは地域の状

埼玉県立大宮工業高等学校

マイスター ・ハイスクール

前田 稔 CEO

（AGS株式会社企画管理本部

エグゼクティブアドバイザー）

埼玉県立大宮工業高等学校

山崎 正義　校長先生

埼玉県立大宮工業高等学校

野辺 純利　教頭先生

埼玉県立大宮工業高等学校

電子機械科　池田なな子　先生

お話を聞いた人

現 場 か ら
埼玉県発!

次世代マイスターを育成する
専門高校の挑戦

マイスター・ハイスクール

事業について 詳細

（文部科学省HP）
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況に応じて取組を普及させる「マイスタ
ー・ハイスクール普及促進事業」を新た
に展開しています。）

この事業の運営委員会（学校設置者、
産業界、地方公共団体によって設置）
は、まず、事業全体を統括する「マイ
スター・ハイスクールCEO」を産業
界の現役役職者から選任し、学校の管
理職相当として配置します。また、企
業の技術者や研究者を「産業実務家教
員」として選任します。産業実務家教
員は指定校で最先端の知識や技術の指
導を行います。

大宮工業高校では地元のIT企業から
前田CEOが着任し、教育課程の刷新の
方向性を検討するほか、企業や大学等
との連携をコーディネートしていくこ
ととなりました。前田CEOは着任時の
ことを次のように話してくれました。

「多くの工業高校が地域産業の担い
手育成を掲げる中で、大宮工業高校は
生徒育成の考え方として『日本を支え
世界で活躍する人間性豊かなエンジニ
ア』を掲げています。これは大きく出
たなと思いました。埼玉県は日本有数
の産業をいくつも抱える地域です。こ
ういう気概で生徒を育てないといけな
いのだろうと、地域の工業高校に留ま
らず、世界に打って出るエンジニアの
育成を名実ともに目指しました」

   研究者指導のもと
　課題解決授業

そこで実現した授業の中で特徴的
なものがいくつかあります。ひとつは、
産業実務家教員による「暑さ指数の計
測」に関する授業です。生徒たちが設
定した「地球温暖化問題に関する研
究」というテーマを受けて、埼玉県環
境科学国際センターに協力を依頼。同

思伝達装置の共同開発の提案があり
ました。ALSとは筋肉が徐々に萎縮し、
最終的には声を出すことや体を動かす
ことが難しくなる難病で、日本ALS協
会によれば全国で約1万人の患者がい
ると推定されています。患者は手足や
顔の一部などのわずかな動きで意思を
伝達することのできる装置を必要とし
ますが、市販の装置が適さない場合は
自作の必要に迫られます。一般家庭で
回路を使用した装置の自作は困難です。
そこで、大宮工業高校に相談が持ち込
まれました。

この課題解決授業では熊谷保健所の
技師を産業実務家教員として迎えると
ともに他校の福祉科の先生にお願いを

センターの大和広明先生（博士）を産
業実務家教員として毎週行われる課題
研究の授業に招きました。生徒たちは
金属3Dプリンター等を駆使して暑さ
指数の測定装置を製作し、県内の工業
高校20ヵ所に設置。埼玉県全域の暑さ
指数を算出したほか、このビッグデー
タの活用方法を生徒たちで考え、環境
問題に対する方策を検討しました。

   ALS患者向け装置の
　共同開発依頼

外部からの要望に応える形で始まっ
たプロジェクトもあります。埼玉県の
熊谷保健所から、ALS患者のための意

調査観測データ

研究成果

産 業 界 専 門 高 校

連 携

最 先 端 の職 業 人材を育成

マイスター・ハイスクール普及促進事業

埼玉県における高温の出現状況の統計的解析、

モニタリング技術に関する研究

ALS患者用意思伝達スイッチの共同開発

- 11 -



して、「福祉とは何か」から、ALSの
症状や意思伝達装置の仕組み、ユニバ
ーサルデザインについて授業を行って
もらいました。その後、生徒の試作品
を実際に使ってもらい、ALS患者とそ
の家族、保健師たちから意見と感想を
受けます。試作、フィードバック、改
善方法を考えることの繰り返しが、こ
の授業を有意義なものにしました。最
終ユーザーの「もっと丈夫でないと」
「スイッチは無線がいい」などの現実
的で率直な要望に対して、生徒たちは
プロの卵として認めてくれたと嬉しさ
を感じ、期待に応える形で熱心に改良
に取り組みました。高校生が最終ユー
ザーからの要望に直接応える形で物作
りに携わることのできた貴重な機会と
なりました。

「生徒たちは、それまであまり意識す
ることのなかったALS患者の方に対して
自分にできることは何だろうと、この授
業を通してよく考えてくれました。『誰
かの役に立つことができてよかった』と
いう実感の声が印象に残っています」と
担当の池田先生は振り返ります。

   学校、地域、企業の
　協力活性化

環境と福祉に関する社会課題解決型
の授業の一端を紹介しましたが、「こ
のような大きな動きにつながりました
が、私が主導したわけではありませ
ん」と前田CEO。「もともと、先生方
にはこうした取組をやりたい気持ちが
あったのですが、やってもいいのだろ
うかという逡巡があったのだと思いま
す。私は、マイスター・ハイスクール
指定校なのだから、実験的なことをど

んどんやろう、新しいことをやろうよ、
と周りに協力を仰いだだけです。失敗
しても実験だから大丈夫だと。すると、
最初は遠巻きに見ていた先生方も『こ
んなことをやってみたい』と打ち明け
てくれ、『いいね、やろう！』と応じ
て次々に実現していきました。私が直
接依頼したケースもありますが、多く
は学校の管理職や先生方が進めてくれ
たのです」

このようにして外部団体と関係を深
めていく中で、やがて企業から「今度
はこういう授業をしませんか」「こう
いう技術があるのですが生徒さんに如
何ですか」と提案を受けることが増え
てきたといいます。

「それだけ、『教え甲斐』ある生徒
だと認められたのだと思います。教え
た分だけ生徒に響いているのが産業実
務家教員に伝わっているのです」と前
田CEOは話してくれました。

   先生たちの力で
　持続可能な体制に

「産業実務家教員から直接指導いた
だくことで、新たな産業にも携わるこ
とのできる生徒たちの育成に努めてき
ました。生産管理や品質管理など、学
校の先生にもなかなか経験がなく授業
で取り扱うことが難しい内容も、産業
実務家教員が事例を踏まえてお話くだ
さることは非常に貴重です」と話して
くれたのは野辺教頭先生です。

「ただし、産業実務家教員の指導に
頼るだけでは継続性がありません。本
校の先生たちも生徒たちと一緒になっ
て産業実務家教員から指導いただき、
自走して学びを伝えられる仕組みを作

ってきました」
RPA（ロボットによる業務自動化）

の習得・活用の実習では、前田CEOの
所属企業からインストラクターを産業
実務家教員として招きました。すると、
産業実務家教員の授業を聞いていた学
校の先生が、その翌日に別のクラスで
自ら同じ内容を教えることを提案した
といいます。前田CEOは驚いて「ベ
テランが教えていることを次の日に受
け売りで教えるなんて、できるわけな
い」と返しましたが、「できます」と
堂々と答える先生の姿を見て考えを変
え、「それなら試しにやってごらん」
と任せることにしました。

「その授業を私も聞きましたが、再
任用初年度の先生は10年前から知って
いたような話しぶりで完璧な授業を行
ってくれました。本職インストラクタ
ーの授業よりわかりやすいくらいです。
学校の先生ってすごいですよ。先生の
力を知りました」と前田CEO。

RPA活用実習と同様にドローンプロ
グラムの実習授業でも、1日目は産業
実務家教員と協働で、2日目は学校の
先生が単独で授業を実施しました。こ
ちらの授業は新任2年目の先生を中心
に若手教員中心で行われました。

これらの授業は、上半期中に複数の
先生が担当できる状態を整え、翌年度
から通常授業として教育課程に組み込

ALS患者用意思伝達スイッチの共同開発

RPA の活用実習授業
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埼玉県さいたま市

さいたま市は、2001年に浦和市、大宮市、与

野市の合併により誕生し、2003年に政令指

定都市となり、2005年には岩槻市を編入し大

きな都市へ発展した。自然と都市機能が調和

した暮らしやすい環境が特徴で、子育て世帯に

とっても住みやすい地域である。

埼玉県の魅力
豊かな自然や歴史に彩られた名所が盛
りだくさんの埼玉県。その魅力の一端
をご紹介。

渋沢栄一（深谷市）
深谷市出身の実
業家。 「道徳経済
合一」の考えを重視
し、第一国立銀行
や、東京証券取引所
など、約500もの企
業や団体の立ち上
げに関わり、民間外
交にも尽力したこと

人物

手打ちうどん（加須市）
手打ちうどん独特の作業である「足踏み」

や「寝かせ」に時間をかけ、コシの強さとのど

ごしの良さを生み出している。江戸時代、不

動岡にある總願寺の門前で参拝客に提供し

たことが加須の手打ちうどん屋の始まりとい

われており、 300年以上の歴史がある。

食

蔵造りの町並み（川越市）
江戸時代の“蔵造り”から近代の洋風建築
まで多様な建築様式の建物が立ち並ぶ。現
在は国の重要伝統的建造物群保存地区に
選定されている。中心に位置する「時の鐘」
は、一日に４回時間を知らせている。

文化

鉄道博物館（さいたま市大宮区）
JR東日本創立20周年を記念し、2007年

（平成19年）に「鉄道のまち」で知られる大
宮に開館した。実物の車両展示、シミュレー
ター体験、鉄道の歴史や技術を学べる展示
が豊富で、鉄道ファンや家族連れに人気の
観光スポットである。

観光

で、「近代日本経済の父」と呼ばれている。
2024年に発行された新一万円札の肖像にも
選ばれている。

写真提供: （公社）さいたま観光国際協会

写真提供: （一社）埼玉県物産観光協会

写真提供: （一社）埼玉県物産観光協会

写真：埼玉県深谷市所蔵

写真提供: （一社）埼玉県物産観光協会

むことになりました。産業実務家教員
による授業が先生たちの研修、研鑽の
場としても機能したといえます。以前
から単発的に外部講師を招くことはあ
りましたが、この事業を通して、一度
限りで終わらせずに自分たちで引き継
いでいこうと先生たちの意識が変わっ
たそうです。

   地域で学校教育を考え、
　支えていく

大宮工業高校のマイスター・ハイス
クール事業は、3年目となる今年度で
終了します。次のように山﨑校長先生は
振り返ります。

「この事業は工業教育のこれから
を考える機会にもなりました。専門知
識は知ることそれ自体が目的ではあり
ません。その知識の活用をとおして初
めて定着が図られます。専門知識がど
のような文脈で活きるのか。課題解決
の中で具体的に考えられることが、外
部連携による授業の有効な点です。学
習した知識と具体的事例が結びつくこ
とで『こういうこともできるんじゃな
いか』という新たな発想が生まれた
り、『私たちの学んだ技術ってすごい
んですね』という実感が湧いたりしま
す。この手応えが学ぶ意欲に結び付い
ていくのです」

地域で一体となって行う学校教育を
継続するために、今後は大宮工業高校
を中心に、教育委員会、産業界、大学
や研究機関等で作る「工業高校DX人
材育成コンソーシアム」を立ち上げる
予定です。

「大学は高大連携を丁寧に考えてく
れていますし、企業にとっても少子化
で人材不足の昨今、こうした連携が就
職に繋がってほしいと考えておられる
と思います。生徒たちの将来のために

も、そういった関係を作っていくこと
は望ましいです。一緒に学校教育につ
いて考えてくれる仲間がいることを非
常に心強く思っています」と校長先生
は話してくれました。

   次世代マイスター育成の
　体制確立へ向けて

10月26日、27日、「専門高校の甲子
園」とも呼ばれる「全国産業教育フェ
ア」が今年は栃木県宇都宮市で開催され
ます。農業、工業、商業、水産、家庭、
看護、情報、福祉の産業教育に関する専
門学科を置く高等学校等の高校生が日頃
の学習成果を総合的に発表する祭典です。
マイスター・ハイスクール事業の取組に
ついて、大宮工業高校の生徒たちによる
発表も行われる予定です。生徒たちは発
表したくてそわそわしているそうで、夏
休み前からスライドを作ったり成果物を
用意したりと自主的に準備を進めている
とのことです。

大宮工業高校のような取組を全国
で実現するためには、専門高校が教育
委員会はもちろんのこと、自治体の産
業振興部局、さらには地域の教育界・
産業界等と連携体制を構築することや、
学校・企業間の認識合わせを行い実現
可能な形を作るマイスター・ハイスク
ールCEOのようなコーディネーターを
配置することが必要です。文部科学省
は、専門高校における教育をさらに充
実できるよう、このような取組を引き
続き支援していきます。

ドローンプログラムの活用実習授業

 とちまるくん©栃木県

大会マスコットキャラクター

全国産業教育フェア

について 詳細
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World heritageWorld heritage

ー 世界遺産としての価値 ー
「佐渡島の金山」の世界遺産登録

　豊かな金鉱山の島である佐

渡島では、16世紀末から19

世紀半ばの約250年にわた

って、 伝統的な手工業を深化

させることで高品質な金 （最

高純度99.54％） の大量生

産を可能にした金生産システ

ムが確立しました。 当時、 欧米

では機械化された鉱山開発が

行われていましたが、 徳川幕

府の鎖国政策によって海外と

の技術交流が限られる中 「佐

渡島の金山」 は、 これらとは異なるシステムとして発展を遂げ、 17世紀には世界最高レベルの質 ・ 量の金

生産を達成しました。 「佐渡島の金山」 は、 非機械動力による金生産の物証 （遺構など） が良好に残ってい

る世界でも類を見ない鉱山遺跡です。

　7月27日、 インド ・ ニューデリーで開催された第46回世界遺産委員会において、 「佐渡島の

金山」 が、 我が国26件目 （文化遺産としては21件目） の世界遺産に登録されました。以下では、

新たに世界遺産となった 「佐渡島の金山」 について、 その世界遺産としての価値について紹介し

ます。

相川　道遊の割戸

「佐渡島の金山」 について

相川上町の鉱山町 西三川　虎丸山相川鶴子金銀山 （相川エリア遠景）

N E W S
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N E W S

　貨幣の製造を認められた国内唯一の鉱山として高品質な金を製造

するため、 技術の深化と生産環境改善に幕府は投資を続けました。

さらに、 徳川幕府による佐渡島の金山の管理 ・ 運営の拠点として

佐渡奉行所が置かれ、 奉行所と鉱山を結ぶメインストリートに鉱山

町が整備された結果、 人口は最大5万人とも言われる大規模な町

が誕生しました。

鶴子銀山

佐渡島

相川金銀山

西三川砂金山

相川鶴子金銀山

目に見える金

目に見えない金

構成資産の概要

佐渡奉行所 （復元）　　　　　　　　　　　　　　写真提供:新潟県

鶴子銀山　屏風沢地区のひ追い掘り跡

写真提供:新潟県

佐渡島の金山について 詳細 （文化庁HP）

❶ 西三川砂金山の “目に見える金” である 「砂金」

❷ 相川鶴子金銀山の 「金鉱石」 に含まれる “目に見えない金”

「佐渡島の金山」 は2つのタイプの異なる金鉱山から構成されます。

　西三川砂金山は、 12世紀に成立した 『今昔物語集』 に登場する佐渡島最古の金鉱山です。 16世紀末に

大規模な採掘が開始され、 「大流し」 という砂金を含む地層を掘り崩し水の力を利用して砂金を採取する特

徴的な手法が用いられました。 現地にはこの 「大流し」 の痕跡が良好な形で残されています。

　16世紀中ごろに発見された鶴子銀山は、 「露頭掘り」 「ひ追い掘り」 「坑道

掘り」 といった鉱脈鉱床に応じた様々な採掘法、 「灰吹法」 といった製錬技術

が整備されたことで生産技術の基盤が確立されました。

　これらの生産技術は、 発展を遂げつつ後の相川金銀山での金生産に引き継が

れていきます。

　1601 （慶長６） 年に本格的な開発が始まった相川金銀山は、 国内最大級の

金鉱脈が密集しており、 道遊の割戸に代表されるような大規模な鉱山開発が

進みました。 また、 相川金銀山の金鉱脈は、 金に銀が多く含まれる 「エレクト

ラム鉱」 であったため、 選鉱、 製錬 ・ 精錬によって金と銀を分離する複雑な工

程が発展しました。
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